
◉
も
の
づ
く
り
の
原
点

独
自
の
実
装
技
術
と
材
料
開
発
力
で

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
信
頼
性
を
高
め
る

マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル・バ
ン
ピ
ン
グ

特 

集ビジ
ネ
ス
の
成
長
戦
略
を
支
え
る

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

「
ク
ラ
ウ
ド・コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

◉
先
進
の
そ
の
先
へ

水
処
理
か
ら
医
療
診
断
ま
で

日
本
発
の
遺
伝
子
解
析
技
術
が

支
え
る

7



研究開発の現場から

04

挑戦しています。夢のものづくり

技術開発本部　先端技術研究所　新材料研究部

冨田 美穂  （2008年入社、環境資源及材料理工学専攻）

先進材料での発見を
“鉄”のさらなる高機能化に

活かしたい

S e r i e s

金属組織などの解析画像

幅
広
い
研
究
領
域
を
持
つ「
新
材
料
研
究
」の

中
で
、
他
素
材
の
機
能
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
知

見
を
鉄
の
材
料
開
発
に
応
用
す
る
研
究
が
あ
る
。

「
厚
さ
数
十
〜
数
百 

μ
ｍ
の
極
薄
鋼
板
を
対

象
に
、
結
晶
組
織
の
サ
イ
ズ
や
分
布
を
制
御
し

て
材
料
と
し
て
の
諸
特
性
を
引
き
出
す
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
先
進
材
料
で
発
見
さ
れ
た
新
し

い
視
点
か
ら
、
鉄
の
特
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
新
た
な
機
能
を
付
加
す
る
、
未
知
の
領
域
へ

の
挑
戦
で
す
」

極
薄
材
料
の
世
界
で
は
、
す
で
に
ス
テ
ン
レ

ス
箔
が
各
種
電
子
機
器
の
部
材
な
ど
に
実
用
化

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
開
発
中
に
発
見
さ
れ
た

新
し
い
現
象
を
応
用
し
て
、
今
ま
で
に
な
い
機

能
を
持
つ
極
薄
鋼
板
を
つ
く
る
こ
と
が
現
在
の

目
標
だ
。

大
学
院
で
は
金
属
材
料
、
中
で
も
歯
の
矯
正

用
ワ
イ
ヤ
に
使
わ
れ
る
ニ
ッ
ケ
ル
チ
タ
ン
超
弾

性
合
金
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
が
、
就
職
活
動

時
の
材
料
メ
ー
カ
ー
訪
問
の
際
、
研
究
所
で
原

子
レ
ベ
ル
の
観
察
を
行
い
、
そ
れ
を
活
か
し
て

製
鉄
所
で
何
万
ト
ン
も
の
鉄
を
つ
く
る
ス
ケ
ー

ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
魅
せ
ら
れ
た
。

「
鉄
、ま
し
て
や
組
織
制
御
の
研
究
は
初
め
て
。

最
初
の
1
年
は
、
論
文
を
探
し
た
り
、
社
内
の

研
究
所
の
先
輩
に
教
え
て
も
ら
い
鉄
の
知
識
の

修
得
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
が
、
ラ
ボ
で
の
圧
延

か
ら
材
料
解
析
ま
で
自
分
で
や
っ
て
み
て
、
鉄

の
面
白
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

現
在
は
、
金
属
箔
な
ど
の
新
材
料
の
商
品

化
を
進
め
る
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
協
業
で
得
た

知
見
を
も
と
に
、
開
発
中
の
極
薄
鋼
板
の
早
期

実
機
化
を
目
指
し
て
日
々
研
究
に
打
ち
込
む
。

「
金
属
材
料
の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
そ
ば

に
い
る
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
下
で
、
将
来
は
、

基
礎
研
究
で
の
原
理
原
則
に
常
に
立
ち
返
る
、

軸
足
の
し
っ
か
り
し
た
研
究
者
に
な
り
た
い

で
す
ね
」

試作した鉄の箔を計測
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「所有から利用へ」という潮流の中で、ITシステムでは、ネットワークを通じて外部のリソースを利用する
クラウド・コンピューティングが注目されるようになった。企業はクラウド・コンピューティングに対し、
安価・迅速・柔軟性を期待するとともに、これまでと同様の信頼性・可用性・保守性・保全性・機密性を
求めている。新日鉄ソリューションズ株式会社（NSSOL）は、システムとして安心して利用でき、お客様
のビジネスの成長戦略を支える、クラウド・コンピューティングによるソリューションを提供している。

ビジネスの成長戦略を支える
新日鉄ソリューションズの

「クラウド・コンピューティング」



意思決定の
クオリティーが
向上する

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を「
雲（
ク
ラ
ウ
ド
）」の
形

で
シ
ス
テ
ム
図
に
表
現
し
て
き
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
パ
ソ
コ
ン
や
社

内
サ
ー
バ
ー
で
行
っ
て
い
た
情
報
処
理
を
、

利
用
者
に
は
見
え
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

雲
の〝
あ
ち
ら
側
〞に
あ
る
外
部
の
巨
大
サ
ー

バ
ー
群
に
任
せ
る
サ
ー
ビ
ス
形
態
の
こ
と
を

指
す（
図
1
）。
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
登
場
に
よ
り
、
利
用
者
は
雲
の〝
こ
ち

ら
側
〞に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
端
末
を
使
っ
て
、
雲
の
あ
ち
ら
側

に
あ
る
膨
大
な
量
の
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ソ
ー
ス

を
、
電
気
・
水
道
や
コ
ピ
ー
用
紙
と
同
じ
よ

う
に
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
だ
け
購
入
し

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
２
０
０
３

年
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
研
究
に
着
手
し
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
な
が
ら
国
内
で
先
行
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た（
関
連
記
事

6
・
7
頁
）。
新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

の
ク
ラ
ウ
ド
戦
略
に
つ
い
て
、
企
画
部
の
甲

斐
龍
一
郎
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
企
業
に
と
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
大
規
模
な
自
社
シ
ス
テ
ム
を

構
築
・
保
有
し
な
く
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
処
理
を
可
能
に
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

重
要
課
題
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
Ｔ
Ｃ
Ｏ

（
総
所
有
コ
ス
ト
）を
低
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
当
社
は
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
コ

ス
ト
削
減
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
バ
リ
ュ
ー
向
上
を

目
指
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
〝
ク
ラ
ウ
ド
プ

ラ
ス
〞
を
考
え
て
い
ま
す
」

高
機
能
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
設
備
・
資

源
を
意
識
し
な
い
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

新日鉄ソリューションズ（株）
企画部

部長　甲斐 龍一郎

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
Ｉ
Ｔ

資
産
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
運
用
・
保
守
に

か
か
わ
る
負
荷
や
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
情
報
活
用
に
よ
る
環
境
変
化
へ
の
対

応
力
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
、
社

会
を
劇
的
に
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

「
例
え
ば
携
帯
電
話
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端

末
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
自
社
生
産
量
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
経
営
者
や
管
理

者
は
ど
こ
に
い
て
も
経
営
判
断
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
要
素
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
経
営
の
意
思
決
定
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が

向
上
し
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
2
）。こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ド
・コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
発
展
形
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」（
甲
斐
）。

業務標準化

サービス活用による
アジリティ向上

保有から利用へ

プラットフォーム標準化

コンソリデーションによる
負荷平準化

運用標準化・共通化

開発・テスト支援環境
としての活用

ビジネス環境変化への対応

新しいサービスの創造

サービスイノベーション
サービスインテグレーション

意思決定のクオリティー向上

生産性向上
技能伝承

サービス活用による
アジリティ向上

開発・テスト支援環境
としての活用

化

保有から利用

ス環境変化への対応

2006－2007年にかけて使われ始めた言葉

雲のあちら側に計算機、ストレージなどのリソースがある 
雲のこちら側にセンサーや人間が使うさまざまな端末がある 
雲のこちら側の利用者は、雲のあちら側の、どこの、どのリソース
やサービスを使っているかを意識しなくても良い

「あちら側」と「こちら側」、共にどこにあっても良い

ネットワーク
（インターネットなど）

こちら側 あちら側

膨大な量の
サービス・
データ・情報

膨大な量の
IT基盤

サーバー・ストレージ

広帯域・ユビキタス性を
有するネットワーク

多様で可搬な端末
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ビジネスイノベーションを生み出す
NSSOLのクラウド

図1　クラウド・コンピューティングとは

図2　クラウド・コンピューティングの活用
　　　今後は「コスト削減からバリュー向上へ。
　　　情報システムからビジネスへ」



行政機関でも
導入検討が進む

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
の
政
府

で
は
、す
で
に
ク
ラ
ウ
ド
・コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
た
政
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
０
９
年
9
月
、
コ
ス
ト

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

政
府
の
各
機
関
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ベ
ー
ス
の
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
サ
イ
ト
「A

pps.gov

」
を

開
設
し
た
。A

pps.gov

は
生
産
性
や
共
同

作
業
の
向
上
、
効
率
化
を
図
る
た
め
の
ク
ラ

ウ
ド
・
ベ
ー
ス
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
、
政
府

機
関
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
簡
単
に
閲
覧
し
て
購

入
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
も
２
０
１
０
年
1
月
、

「D
ata.gov.uk

」
を
開
設
し
た
。D

ata.
gov.uk

は
一
般
市
民
が
政
府
保
有
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
化
し
た
サ

イ
ト
で
、
政
府
が
持
つ
犯
罪
情
報
や
警
察
署

情
報
と
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た

犯
罪
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
。
政
府
の

透
明
化
と
と
も
に
国
の
成
長
戦
略
と
し
て

経
済
の
活
性
化
を
狙
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
活
用
に
つ
い
て
、
公
共

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
の
高
原
正
之
は
次

特　　集
ビジネスの成長戦略を支える新日鉄ソリューションズの「クラウド・コンピューティング」

※1　PUE（Power Usage Effectiveness）：データセンターのエネルギー効率を示す指標。一般的なデータセンターで2.3～2.5程度。効率が良いとされるのは2.0以下。

の
よ
う
に
語
る
。

「
シ
ス
テ
ム
を
各
々
構
築
し
利
用
す
る
従

来
の
仕
組
み
で
は
、
ど
の
く
ら
い
利
用
さ
れ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、

最
初
か
ら
膨
大
な
予
算
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ク
ラ
ウ
ド
は
利

用
し
た
ぶ
ん
だ
け
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
で

済
む
た
め
、
世
界
的
に
活
用
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
電
子
政
府
の
構
築
に
向
け

た
議
論
が
進
ん
で
お
り
、
真
の
国
民
利
便
性

や
行
政
の
効
率
化
を
実
現
す
る
取
り
組
み

に
対
し
て
、
当
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

利
用
者
が
サ
ー
バ
ー
の
存
在
を
意
識
す
る
必

要
が
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
サ
ー

バ
ー
の
設
置
場
所
を
自
由
に
選
択
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
は
、
高
い
デ
ー
タ
処
理
能
力
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
コ
ス
ト
効
率
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
、
新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
は
、
東
京
都
内
に
延
床
面
積
1
万
㎡
規
模

の
新
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る（
図
3
）。

総
投
資
額
は
１
２
０
億
円
程
度
と
な
る
見
込

み
で
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
２
０
１
２
年
初
頭

を
予
定
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
の
能
力
向
上

（
高
密
度
化
）が
も
た
ら
す
電
力
需
要
の
増
大

へ
の
対
応
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
自

体
の
消
費
電
力
の
増
加
が
地
球
環
境
に
及
ぼ

す
影
響
を
考
慮
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
示

す
Ｐ
Ｕ
Ｅ
低
減
（
※
1
）
や
グ
リ
ー
ン
電
力
利

用
な
ど
に
よ
る
環
境
負
荷
軽
減
を
図
り
な
が

ら
、
利
便
性
の
高
い
地
域
に
お
い
て
最
先
端

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
と
運
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
構
築
・
運
用
に
は
新

日
鉄
グ
ル
ー
プ
の
保
有
す
る
知
見
を
最
大

限
に
活
用
す
る
。
特
に
Ｐ
Ｕ
Ｅ
は
最
先
端
の

１
・
４
以
下
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
最
高

レ
ベ
ル
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
装
備
な
ど
安
全

性
・
信
頼
性
・
可
用
性
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
環
境
を
提
供
す
る
。
設
計
・
施
工

は
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）が
担
当

し
、
長
年
蓄
積
し
た
建
築
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
安
全
性
・

信
頼
性
が
高
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
た

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
構
築
す
る
。

新日鉄ソリューションズ（株）
公共ソリューション事業部
部長　 高原 正之

新データセンターで
最先端のファシリティと
サービスを提供
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図3　クラウド事業の中核となる新データセンター完成予想図



新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、

２
０
０
７
年
5
月
か
ら
企
業
ユ
ー
ザ
ー
向
け

に
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス「absonne

／
ア
ブ
ソ
ン
ヌ
」を
提
供
し
て

い
る
。

ア
ブ
ソ
ン
ヌ
の
技
術
は
、新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
が
長
年
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
運
用

経
験
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
シ
ス
テ
ム
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
で
実
証
実
験
を
通
し
て

培
っ
て
き
た
グ
リ
ッ
ド
／
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ（
※
2
）
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

融
合
さ
せ
た
も
の
。
１
９
９
２
年
に
他
社
に

先
駆
け
免
震
型
構
造
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を

稼
働
し
て
以
来
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
順

次
図
っ
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
０
４
年
に
は

世
界
で
初
め
て
グ
リ
ッ
ド
技
術
を
大
規
模
一

貫
製
鉄
所
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
適
用
、

２
０
０
５
年
に
は
グ
リ
ッ
ド
・
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
検
証
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
な
ど
着
実

に
技
術
を
蓄
積
し
て
き
た
。
ア
ブ
ソ
ン
ヌ
の

強
み
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業
部
の
早
瀬
久
雄
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
お
客
様
が
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
や
運

用
・
保
守
業
務
の
諸
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
本

来
す
べ
き
業
務（
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）に
専

念
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
コ
ン
セ

プ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
構
築
・
運
用
サ
ー
ビ
ス
を

セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
新
日
鉄
で
の
実
績
を
基
に
運
用
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
り
、
高
品
質

と
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す（
図
4
）」

ア
ブ
ソ
ン
ヌ
は
、
こ
れ
ま
で
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
従
い
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
大

規
模
シ
ス
テ
ム
（
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
モ

デ
ル
）を
提
供
し
て
き
た
が
、「
小
規
模
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
て
事
業
を
始
め
た
い
」

と
い
う
要
望
に
応
え
、
２
０
１
０
年
2
月
、

新
た
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
の
提
供
を

開
始
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
は
中

小
規
模
シ
ス
テ
ム
向
け
に
標
準
構
成
化
・

メ
ニ
ュ
ー
化
・
定
額
化
を
追
求
し
た
。

※2　グリッド/ユーティリティ・コンピューティング：複数のコンピュータを結び付けて、仮想的にひとつの大きなコンピュータとして使用するグリッド技術とその技術を使ってIT資源を
電気やガスのようにユーティリティサービスとして提供するモデル。

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
自
ら
の

中
核
業
務
で
あ
る
お
客
様
向
け
シ
ス
テ
ム

開
発
に
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
。
全
社
シ
ス
テ

ム
開
発
・
テ
ス
ト
環
境
「N

SSD
C

ク
ラ
ウ

ド
」
を
ア
ブ
ソ
ン
ヌ
上
に
新
た
に
構
築
し
、

２
０
１
０
年
4
月
か
ら
本
格
利
用
を
開
始

し
た
。N

SSD
C

ク
ラ
ウ
ド
は
、
設
計
か
ら

テ
ス
ト
ま
で
一
連
の
開
発
工
程
を
司
る
環
境

と
、
そ
れ
に
伴
う
開
発
支
援
を
一
体
的
に

サ
ー
ビ
ス
化
す
る
も
の
で
、
高
品
質
で
効
率

の
良
い
開
発
を
容
易
に
す
る（
図
5
）。
こ

れ
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
案
件
が
発
生
す
る

た
び
に
、
個
別
に
調
達
し
て
い
た
開
発
環
境

の
整
備
・
運
用
コ
ス
ト
が
単
に
削
減
で
き
る
、

と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
代
表
的
な

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
を
全
社
標
準
と
し

て
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
き
、
こ
れ
を
活
用

し
た
類
似
の
開
発
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
社

員
の
開
発
習
熟
度
の
向
上
が
図
れ
、
今
ま
で

以
上
の
開
発
生
産
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
全
社
で
シ
ス
テ
ム
開
発
環
境
が
統
一

さ
れ
る
こ
と
で
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共

有
に
よ
る
品
質
向
上
も
実
現
。
さ
ら
に
、
開

発
し
た
お
客
様
の
シ
ス
テ
ム
を
、
そ
の
ま
ま

ITインフラソリューション事業本部　
ITエンジニアリング事業部

ソリューショングループリーダー（部長）
早瀬 久雄
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クラウド・コンピューティングによるNSSOLのサービス

ITエンジニアリング
サービス
（基盤構築）

ITマネージメント
サービス

（運用設計・構築）
（監視・運用）

認 

証

開発･テスト環境

標準APアーキテクチャー
（論理構造/開発テンプレート）

プロセス管理ツール群

クラウド・コンピューティングITインフラサービス

お客様のニーズに合わせて4つのサービスをカスタマイズして提供

ITリソース
サービス

情報共有
ソースコード・文書管理
構成管理・リソース管理
ソースコード検査
工程管理
課題管理

ブロードバンド接続サービス
（高可用性ネットワーク）

プロセス標準
（NSSLC標準）

ア
ク
セ
ス
制
御

認 

証

ア
ク
セ
ス
制
御

開発・テスト環境A

開発・テスト環境B

開発・テスト環境C…
…

図4　absonne 概要

クラウドの要素技術を高次元融合した
ITインフラサービスabsonne上に新たに構築した

全社システム開発基盤
Advanced Business Space on Network

IT コスト削減と
コアコンピタンス強化に貢献お客様のシステム開発の生産性を高める



新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、NSSD

C

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
て
、
金
融
機
関
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。
２
０
１
０
年
下

期
に
は
、
法
人
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
為

替
予
約
サ
ー
ビ
ス
「CrossM

eetz
／
ク
ロ
ス

ミ
ー
ツ
」
の
提
供
を
開
始
す
る
予
定
だ
。
地

方
金
融
機
関
は
為
替
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
提
供
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
、
事
業
法
人
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
っ
て
も
、
為
替
予
約
取
引
は
メ
ガ
バ
ン

ク
や
外
資
系
銀
行
に
流
出
す
る
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
ク
ロ
ス
ミ
ー
ツ
は
こ
う

し
た
地
方
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
だ（
図
6
）。
導

入
時
の
初
期
投
資
を
通
常
の
数
億
円
か
ら

１
０
０
０
万
円
以
下
に
削
減
で
き
、
取
引
金

額
に
応
じ
た
課
金
モ
デ
ル
に
よ
り
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
低
減
で
き
る
た
め
、
地
方
金
融

機
関
の
商
品
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
金
融
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部

の
津
田
智
紀
は
次
の
よ
う
に
抱
負
を
語
る
。

「
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を
活
か
し
、

２
０
１
１
年
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
レ
ー
ト
受
信
機

能
や
実
勢
レ
ー
ト
自
動
配
信
機
能
な
ど
を
整

備
し
、
２
０
１
２
年
以
降
に
外
貨
預
金
サ
ー

ビ
ス
や
通
貨
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

機
能
拡
張
と
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
図
り
ま
す
」

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
全
社
を
挙
げ
て
ク
ラ
ウ
ド
時
代
の
サ
ー

ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
と
し
て
技
術
革
新
を

続
け
て
い
る
。
今
後
と
も
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
領

域
か
ら
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
一
貫

し
た
事
業
戦
略
の
も
と
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
く
。

ア
ブ
ソ
ン
ヌ
上
で
の
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。

N
SSD

C

ク
ラ
ウ
ド
の
開
発
に
つ
い
て
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
の
小
野
寺
一
浩

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
開
発
環
境
集
中
運
用
の
着
想
は
以
前
か

ら
あ
り
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
帯
域

の
問
題
、
案
件
の
シ
ス
テ
ム
特
性
に
よ
る
ば

ら
つ
き
、
専
任
の
運
用
要
員
を
置
く
コ
ス
ト

な
ど
、
技
術
面
・
運
用
面
で
の
課
題
が
多

く
、
こ
れ
ま
で
実
用
化
に
踏
み
切
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
仮
想
化
技
術
、
標
準
化
の
取
り
組

み
を
は
じ
め
と
し
た
当
社
開
発
技
術
を
結

集
す
る
こ
と
で
、
今
回
こ
の
課
題
解
決
に
成

功
し
ま
し
た
。N

SSD
C

ク
ラ
ウ
ド
は
、
リ

リ
ー
ス
後
3
カ
月
で
す
で
に
仮
想
サ
ー
バ
ー

１
１
０
台
以
上
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
想
定

を
は
る
か
に
上
回
る
速
度
で
利
用
が
進
ん
だ

た
め
、
先
月
急
き
ょ
ス
ト
レ
ー
ジ
を
5
テ
ラ

バ
イ
ト
か
ら
20
テ
ラ
バ
イ
ト
に
増
設
し
ま
し

た
が
、
こ
の
作
業
も
シ
ス
テ
ム
を
停
止
す
る

こ
と
な
く
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
ま
さ

に
ク
ラ
ウ
ド
の
恩
恵
で
す
。
ま
た
、
日
本
国

内
は
も
と
よ
り
、
当
社
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発

の
拠
点
中
国
を
は
じ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
で
連
携

し
た
開
発
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」

現
在
20
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
がN

SSD
C

ク
ラ

ウ
ド
上
で
開
発
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
20
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
今
後
利
用
を
予
定
し
て
い
る
。

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で
は
受
託
す
る

シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
、N

SSD
C

ク
ラ

ウ
ド
上
で
の
開
発
を
主
力
と
し
て
い
く
。

特　　集
ビジネスの成長戦略を支える新日鉄ソリューションズの「クラウド・コンピューティング」

技術本部
ソフトウェア開発センター
環境提供グループリーダー
小野寺 一浩

金融ソリューション事業本部
シニアマネジャー
津田 智紀
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CrossMeetzは、インターネットクラウド上のサービスとして、
地域金融機関と事業法人を結び付ける

事業法人
（財務部門等）

地域金融機関
本店市場部門

地域金融機関
営業店

対顧客インターネット為替予約サービス

実勢レート配信
為替予約締結
与信枠管理
コンファーム

多彩な業務に対応

地域関連会社および
オフショア先へ展開

開発チームA

開発チームB

開発チームC

仮想化技術による計算機
資源の柔軟なアサイン

社内NW
専用線
SSL-VPN

図5　NSSDCクラウドの全体像図6　CrossMeetz サービス概要

NSSDCクラウドを活用し開発した
金融機関向けサービス

地方金融機関と事業法人を結ぶ



G

C

G

C

®

DNA はアデニン（A）、チミン（T）、グアニン（G）、
シトシン（C）の 4 つの分子（塩基）が向かい合わせに
並んでおり、A の向かいには必ず T、Gの向かいに
は必ずCが配列される相補的な配列となって、お互
いに引き合ってくっつき二重らせん構造（二本鎖）を
形成する。

蛍光標識したシトシン（C）を末端に持つ DNA プローブが、標的遺伝子に結
合したとき、標的遺伝子中のグアニン（G）と相互作用し、蛍光が消光する。
この蛍光の減少を測定することで標的遺伝子を簡単に検出することができる。

A A A T T T G G G C C C

T T T A A A C C C G G G 

A A A T T T G G G C C C

T T T A A A C C C G G G 
補助的な配列の場合、互いに結合する

一本鎖
DNA

DNA二重らせんを
形成させる

主な特許： 日本特許 第3437816
 米国特許 No.6,492,121
 欧州特許 （公開番号）EP1046717A

Gにより消光

プローブのみ 相補的配列添加

消光 塩基対

アデニン チミン

グアニン シトシン

出典：U.S. National Library of Medicine改変

※1　DNAプローブ：プローブとは調べるという意味で、測定対象のDNAに結合しやすい配列を持つ一本鎖のDNAのこと。

DNAサンプルと試薬を混合する様子
混合作業は1工程のみでシステムの低コスト化や自動化が容易。
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図1　DNAの二重らせん構造と相補的な配列図2　QP法の原理

開
発
の
原
点
は

生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
能
力
向
上

現
在
、
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
微
生
物

が
含
ま
れ
た
汚
水
に
空
気
を
吹
き
込
み
、
好
気

微
生
物
群
な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
排
水
中
に
存

在
す
る
有
機
物
を
酸
化
分
解
・
凝
集
・
吸
着
・

沈
殿
分
離
す
る「
生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
」が
最
も

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
生
物
処
理
シ
ス
テ
ム

は
開
発
さ
れ
て
か
ら
１
２
０
年
以
上
経
過
し
て

い
る
が
、
水
を
浄
化
す
る
機
能
を
担
う
好
気
微

生
物
群
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が
、
ど
の

程
度
存
在
し
て
い
る
の
か
と
い
う
質
的
・
量
的

な
情
報
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
領
域
が
あ
る
。

排
水
処
理
の
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社

で
あ
る
日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
微

生
物
の
質
的
・
量
的
な
情
報
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
技
術
と
し
て
遺
伝
子
解
析
技
術
に
着
目
し
、

１
９
９
７
年
に
調
査
を
開
始
し
た
。Ｊ‒

Ｂ
ｉｏ
21

の
蔵
田
信
也
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
微
生
物
の
質
的
・
量
的
な
情
報
を
、
正
確
・

簡
便
・
迅
速
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
微

生
物
の
働
き
を
最
適
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
全
体
の
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
生

物
処
理
シ
ス
テ
ム
内
に
は
数
千
種
類
の
微
生
物

が
存
在
し
、
大
き
さ
や
形
だ
け
で
種
を
識
別
す

る
こ
と
は
実
質
的
に
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
着
目
し
ま
し
た
。
標
的
の
微
生
物
だ
け

が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
を
追
跡
す
れ
ば
、

膨
大
な
種
類
の
微
生
物
が
存
在
し
て
も
標
的
の

微
生
物
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
の
で
す
」

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
特
性
を
利
用
し
た

新
し
い
解
析
技
術
を
共
同
開
発

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
１
９
９
７

か
ら
２
０
０
１
年
の
5
年
間
、（
独
）新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）は
、

生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
主
力
商
品
と
す
る
排

水
処
理
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
同
社
は
、

生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
高
機
能
化
に
役
立
つ

微
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
を
確
立
す
る
た

め
、
新
し
い
遺
伝
子
解
析
技
術
の
研
究
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
遺
伝
子
解
析
技

術
を
活
用
し
、
子
会
社
の（
株
）Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21

が
医
療
診
断
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で
事
業

展
開
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
基
盤

を
支
え
る
遺
伝
子
解
析
技
術
の
開
発
の
軌
跡

と
事
業
展
望
を
紹
介
す
る
。

水処理から医療診断まで
日本発の遺伝子解析技術が支える

日鉄環境エンジニアリング（株）



シリーズ VOL.17

・医療検査機関
・病院

医療診断

遺伝子検査薬

医療診断薬メーカー
東洋紡績（株）、アークレイ（株） 等

技術提供

予知診断

（株）ヒメナ・アンド・カンパニー  等

受託解析
・肥満関連遺伝子検査
・アルコール代謝能遺伝子検査  等

一般消費者

食　　品

受託解析
・食品原料の品種の特定
・発酵食品中の構成微生物の特定　等　

・食品メーカー ・食品流通業者　等　

環　　境

受託解析
・環境試料中の構成微生物の推定
・環境を浄化する微生物の定量   等

・土壌浄化請負企業
・水処理企業　等　

農　　業

受託解析
・植物病害（ジャガイモそうか病）
  発病リスク診断

主にジャガイモ農家

研　　究

研究試薬
メーカープローブ

受託解析
遺伝子解析用キット

・民間企業研究機関
・大学
・国公立研究機関

（株）J-Bio21の遺伝子解析技術

日鉄環境エンジニアリング（株）

畜　　産

受託解析
・牛・豚霜降り肉生産能力の診断
・鶏・豚インフルエンザ抵抗性の診断 等　

畜産関連企業・農家

プレスクライブ・ゲノミックス（株）

技術提供

すでに展開中

現在検討中

提供商品・サービス

関連企業

最終ユーザー

（株）J-Bio 21　取締役技術部長
蔵田 信也

※2　産総研技術移転ベンチャー：（独）産業技術総合研究所の研究成果を活用した事業を行う企業。知的財産権に関するライセンス料の減免措置、産総研施設の安価利用などの優遇措置を
享受することによって、少ないリスクで事業の可能性を見極めることができる。
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図3  （株）J-Bio 21の遺伝子解析技術をベースとした事業展開

の「
複
合
生
物
系
等
生
物
資
源
利
用
技
術
開
発
」

事
業
に
参
画
し
た
。
同
事
業
は
排
水
・
廃
棄

物
処
理
な
ど
を
含
め
、
複
数
種
の
微
生
物
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
微
生
物
集
団（
複
合
微
生
物
系
）

が
持
つ
高
度
な
機
能
を
利
用
す
る
た
め
の
技
術

開
発
を
目
標
に
行
わ
れ
た
。
微
生
物
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
目
的
と
し
た
遺
伝
子
解
析
技
術
は
、
同

事
業
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

（
独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所（
産
総
研
）と
共

同
で
、
新
し
い
遺
伝
子
解
析
技
術「
Ｑ
Ｐ
法
」

（Q
uenching Probe

）を
開
発
し
た
。

「
Ｑ
Ｐ
法
は
生
命
の
設
計
図
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

特
性
を
利
用
し
た
新
し
い
遺
伝
子
解
析
技
術
で

す（
図
1
）。
蛍
光
標
識
し
た
シ
ト
シ
ン（
Ｃ
）を

末
端
に
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ー
ブ（
※
1
）が
、
標
的

遺
伝
子
の
塩
基
配
列
中
の
グ
ア
ニ
ン（
Ｇ
）と
ペ

ア
に
な
っ
た
と
き
、
分
子
間
の
相
互
作
用
に
よ

り
最
も
著
し
く
蛍
光
が
消
え
る
現
象（
蛍
光
消

光
現
象
）（
図
2
）を
見
出
し
た
こ
と
で
、
標
的
遺

伝
子
の
効
率
的
な
検
出
・
定
量
を
可
能
に
し
ま

し
た
」（
蔵
田
）。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
や

感
染
症
診
断
を
促
進

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
開

発
し
た
遺
伝
子
解
析
技
術
が
微
生
物
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
を
詳
細
に
把
握
す
る
た

め
の
基
盤
技
術
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
２
０
０
４
年
12
月
に
産
総
研
技
術
移
転
ベ

ン
チ
ャ
ー（
※
2
）と
し
て
Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21
を
設
立
、

２
０
１
０
年
3
月
に
は
完
全
子
会
社
化
し
た
。

Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21
は
医
療
診
断
・
予
知
診
断
・

研
究
・
食
品
・
環
境
・
農
業
・
畜
産
の
7
分
野
で
、

プ
ロ
ー
ブ
・
受
託
分
析
・
遺
伝
子
分
析
用
キ
ッ

ト
・
技
術
提
供
の
4
商
品
を
軸
に
事
業
展
開

し
て
い
る（
図
3
）。
そ
の
中
で
も
医
療
診
断

で
Ｑ
Ｐ
法
の
技
術
的
優
位
性
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。

２
０
０
３
年
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基
配
列

が
解
明
さ
れ
る
と
、
疾
患
に
関
連
す
る
遺
伝
子

が
次
々
に
明
ら
か
に
な
り
、
薬
剤
感
受
性
や
生

活
習
慣
病
な
ど
の
体
質
診
断
や
感
染
症
診
断
の

た
め
の
新
た
な
遺
伝
子
検
査
製
品
の
開
発
が
加

速
し
て
い
く
一
方
、
遺
伝
子
解
析
技
術
の
ほ
と

ん
ど
が
海
外
技
術
で
高
額
な
特
許
使
用
料
や
使

用
条
件
の
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
事

業
目
的
に
利
用
し
に
く
い
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
国
産
技
術
の
確
立
が
切
望
さ
れ
る
中
、

Ｑ
Ｐ
法
は
日
本
・
米
国
・
欧
州
で
特
許
を
取
得
し
、

Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21
が
実
施
権
を
持
ち
実
用
化
を
進

め
る
日
本
発
の
遺
伝
子
解
析
技
術
で
、
す
で
に

4
社
に
技
術
提
供
す
る
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

Ｑ
Ｐ
法
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ‒

Ｂ
ｉｏ
21
の
遺

伝
子
解
析
技
術
は
、
遺
伝
情
報
に
基
づ
き
個
人

に
最
適
な
治
療
方
法
を
計
画
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
医
療
や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
肝
炎
な
ど
早
期
診
断

が
要
求
さ
れ
る
感
染
症
診
断
で
の
需
要
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
国
内
の
医
療
診
断
市
場
は
２
５
０
億
円
規

模
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
社
は
5
年
後
、

技
術
提
供
に
よ
る
売
上
3
倍
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
」（
蔵
田
）。

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
Ｊ‒

Ｂ
ｉｏ
21

で
遺
伝
子
解
析
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
で
遺
伝
子
解
析
技
術
を

幅
広
く
活
用
し
て
い
く
。
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半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

よ
り
小
さ
く
高
機
能
に

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
電
子
機

器
の
小
型
化
・
高
機
能
化
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、機
器
内
部
の
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
で
大
容
量
・
高
速
の
情
報
処
理
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
半
導
体
実
装
の
高
密

度
化
が
進
ん
で
き
た
。
半
導
体
チ
ッ
プ

の
端
子
を
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
や
基
板
に

接
続
す
る
技
術
と
し
て
は「
ワ
イ
ヤ
ボ

ン
デ
ィ
ン
グ
」が
普
及
し
て
お
り
、
そ

の
技
術
も
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ピ
ッ
チ
を
狭

め
る
、
3
次
元
化
す
る
な
ど
高
度
化
し

て
き
て
い
る（
２
０
１
０
年
6
月
号
参

照
）が
、
さ
ら
な
る
高
密
度
化
・
高
速

化
を
実
現
す
る
に
は
、
ワ
イ
ヤ
同
士
の

接
触
や
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス（
※
1
）が
問
題

と
な
る
。
そ
こ
で
、
半
導
体
チ
ッ
プ
電

極
上
に
形
成
し
た
バ
ン
プ（
金
属
突
起
）

を
介
し
て
、
裏
返
し
た
チ
ッ
プ
と
実
装

基
板
を
直
接
面
接
続
す
る「
フ
リ
ッ
プ

チ
ッ
プ
実
装
」へ
の
切
り
替
え
が
進
ん

で
い
る（
図
1
）。

さ
ら
に
フ
リ
ッ
プ
チ
ッ
プ
実
装
を
前

提
と
し
て
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ー
ハ
上
で

再
配
線
、
樹
脂
封
止
、
端
子
形
成
加
工

を
行
い
チ
ッ
プ
サ
イ
ズ
と
同
じ
大
き
さ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
つ
く
る
方
法（
Ｗ
Ｌ

－

Ｃ
Ｓ
Ｐ
）（
※
2
）が
登
場
し
た（
図
2
）。

現
在
、
世
界
で
年
間
約
12
億
台
生
産
さ

れ
る
携
帯
電
話
に
は
1
台
あ
た
り
25
個

程
度
の
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
内
蔵
さ

れ
、
そ
の
う
ち
約
10
個
が
Ｗ
Ｌ

－

Ｃ
Ｓ

Ｐ
。
そ
の
も
と
と
な
る
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ー

ハ
は
毎
月
約
40
万
枚
生
産
さ
れ
て
い
る

（
6
〜
8
イ
ン
チ
サ
イ
ズ
）。
新
日
鉄
マ

テ
リ
ア
ル
ズ
は
、
現
在
、
通
常
の
フ
リ
ッ

プ
チ
ッ
プ
用
途
に
加
え
て
、
毎
月
お
よ

そ
2
万
枚
の
Ｗ
Ｌ

－

Ｃ
Ｓ
Ｐ
向
け
シ
リ

コ
ン
ウ
エ
ー
ハ
に
バ
ン
プ
形
成
を
行
っ

て
お
り（
世
界
市
場
の
約
5
％
）、
今
後

4
万
枚
ま
で
生
産
量
拡
大
を
見
込
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
戦
略
を
後
押
し
す
る

高
付
加
価
値
技
術
が
今
回
紹
介
す
る「
マ

イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン
グ
」だ
。

微
細
な
半
田
ボ
ー
ル
で

信
頼
性
の
高
い
バ
ン
プ
接
続

を
実
現

新
日
鉄
の
先
端
技
術
研
究
所（
以
下

先
端
研
）が
開
発
し
た
、
ウ
エ
ー
ハ
に

小
径
ボ
ー
ル
を
一
括
搭
載
す
る（
写
真

1
）マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン
グ

法
と
そ
れ
を
実
現
す
る
バ
ン
ピ
ン
グ
装

置
を
用
い
て
、
新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

は
新
日
鉄
と
共
同
で
２
０
０
１
年
か

ら
量
産
を
見
据
え
た
バ
ン
ピ
ン
グ
試
作

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
し

て
２
０
０
４
年
、
カ
シ
オ
マ
イ
ク
ロ
ニ

ク
ス（
株
）青
梅
事
業
所
内
の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
に
一
貫
ラ
イ
ン
を
導
入
、
そ
の

翌
年
に
量
産
を
開
始
し
た
。
そ
の
後

２
０
０
７
年
に
は
カ
シ
オ
マ
イ
ク
ロ
ニ

ク
ス
が
行
っ
て
い
た
ボ
ー
ル
搭
載
を
一

括
受
注
し
、
ボ
ー
ル
小
径
化（
８
０
〜

１
０
０
μ
ｍ
）や
、
実
装
技
術
の
精
度
向

上
を
図
り
な
が
ら
急
速
に
生
産
量
を
増

や
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン
グ
の

工
程（
図
3
）は
、
ま
ず
事
前
処
理
と
し

て
ウ
エ
ー
ハ
上
の
チ
ッ
プ
電
極（
ア
ル
ミ
）

と
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
の
密
着
性
を
高
め

る
金
属
膜（U

nder Bum
p M
etal

）を

形
成
。
さ
ら
に
そ
の
ウ
エ
ー
ハ
表
面
に
、

ボ
ー
ル
を
仮
止
め
す
る
と
と
も
に
接
合

性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
酸
化
膜
を
除
去

独
自
の
実
装
技
術
と

材
料
開
発
力
で

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の

信
頼
性
を
高
め
る

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
高
集
積
化
が
進
む
中
、
半
導
体
チ
ッ
プ
の
接
続
技
術

と
し
て
従
来
の
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
加
え
て
、
チ
ッ
プ
上
に
バ
ン
プ

（
金
属
突
起
）を
形
成
し
て
基
板
に
直
接
面
接
続
す
る
方
式
の
採
用
が
増

え
て
い
る
。
新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）は
、
新
日
鉄
が
開
発
し
た
直
径

３
０
０
〜
８
０
μ
ｍ
の
半
田
ボ
ー
ル（
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
）を
バ
ン
プ
と
し

て
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ー
ハ（
半
導
体
基
板
）上
に
一
括
搭
載
す
る
世
界
初
の

「
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン
グ
」技
術
を
用
い
た
バ
ン
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
０
５
年
３
月
の
バ
ン
ピ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
稼
働
後
、

急
激
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、
電
子
機
器
の
小
型
化
・

高
機
能
化
を
支
え
る
同
ラ
イ
ン
の
概
要
と
多
彩
な
要
素
技
術
を
紹
介
す
る
。

マイクロボール・
バンピング

※本企画では2010年４月号から数回にわた
り、長年、製鉄事業が培ってきた経験と技術
を基盤に成長・発展を遂げるグループ各社
の保有技術にスポットを当てて、その原点と
技術開発の最先端を紹介しています。
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Technology
DATA

フリップチップによる半導体の実装

WL-CSPによる外部接続W2

フ1

バンプ形成済みウエーハ写真1

ICチップ
アンダーフィル

樹脂基板

半田ボール
（外部接続）

半田ボール
（内部接続）

8インチウエーハに65万個のバンプ

ウエーハ上にバンプ一括形成

個片に切断

ひっくり返して基板に接合
（フリップ・チップ実装）

半田ボール（外部接続）

ICチップ

ICチップ
封止樹脂

（樹脂封止前）

Cuポスト

Cu再配線

ウエーハ上に再配線後Cuポスト形成

個片に切断

樹脂封止後に端子形成

樹脂封止

Cu再配線

パツケージ上面

パツケージ背面
（外部接続面）

Cuポスト

※１ インダクタンス：金属配線などにおいて電流の変化が誘導起電力となって現れる性質。
※2 WL-CSP：Wafer Level Chip Size Package。半導体素子を形成するシリコンウエーハを切り出す前に、端子の形成や配線を行う超小型集積回路。
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ものづくりの原点    科学の世界

す
る
役
割
を
担
う
フ
ラ
ッ
ク
ス
を
塗
布

す
る
。
金
属
膜
は
3
層
構
造
を
採
用
し
、

複
雑
な
電
極
形
状
へ
の
膜
の
形
成
、
諸

条
件
の
最
適
化
な
ど
で
新
日
鉄
と（
株
）

日
鉄
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
の
技
術
者
の
発

想
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

主
要
工
程
で
あ
る
ボ
ー
ル
搭
載
工
程

で
は
、
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
が
入
っ
た
容
器

（
ト
レ
イ
）を
振
動
さ
せ
て
ボ
ー
ル
を
跳

躍
さ
せ
て
、
電
極
位
置
に
吸
着
孔
を
設

け
た
配
列
板
を
ト
レ
イ
に
向
け
て
下
降
、

跳
躍
す
る
ボ
ー
ル
を
吸
着
・
保
持
す
る
。

こ
の
際
、
余
剰
ボ
ー
ル
が
吸
着
し
な
い

よ
う
配
列
板
に
超
音
波
振
動
を
加
え
て

除
去
し
、
す
べ
て
の
吸
着
孔
に
1
個
ず

つ
ボ
ー
ル
を
吸
着
さ
せ
る（
写
真
2
）。
そ

の
後
、
画
像
処
理
に
よ
っ
て
配
列
状
態
を

検
査
す
る
。
そ
し
て
ボ
ー
ル
が
吸
着
さ
れ

た
配
列
板
を
ウ
エ
ー
ハ
上
に
移
動
・
下
降

さ
せ
て
電
極
位
置
に
ボ
ー
ル
を
確
実
に
移

載
し
、
ウ
エ
ー
ハ
を
熱
処
理
し
て
ボ
ー
ル

を
溶
融
さ
せ
電
極
に
接
合
す
る
。
最
終

的
に
フ
ラ
ッ
ク
ス
残
渣
を
洗
浄
後
、
バ
ン

プ
形
状
を
検
査
し
て
出
荷
さ
れ
る
。

8
イ
ン
チ
ウ
エ
ー
ハ
上
の
電
極
一
つ
ひ

と
つ
に
合
計
65
万
個
の
ボ
ー
ル
を
確
実

に
接
合
す
る
一
括
搭
載
技
術
の
開
発
・

改
善
は
、
新
た
な
着
想
と
と
も
に
地
道

な
試
験
の
積
み
重
ね
に
よ
り
実
現
し
た
。

配
列
板
の
吸
着
孔
に
確
実
に
ボ
ー
ル
を

吸
着
さ
せ
る
た
め
に
、
ボ
ー
ル
を
飛
び

跳
ね
さ
せ
る
振
動
の
強
さ
や
速
さ
、
跳

躍
の
角
度
・
位
置
分
布
、ト
レ
イ
の
形
状
、

吸
着
さ
せ
る
気
流
の
強
さ
、
フ
ラ
ッ
ク

ス
の
塗
布
量
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
最

適
条
件
を
導
き
出
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
検
査
・
リ
ペ
ア
で
は
、
例
え
ば
一
つ

の
電
極
に
搭
載
さ
れ
て
し
ま
っ
た
2
個

の
ボ
ー
ル
の
1
個
だ
け
を
除
去
し
て
正

し
い
位
置
に
置
き
直
す
と
い
っ
た
精
緻

な
修
復
技
術
に
よ
り
、
熱
処
理
前
に
ほ

ぼ
１
０
０
％
の
歩
留
を
実
現
し
て
い
る
。

現
在
、
１
０
０μ
ｍ
ボ
ー
ル
を
用
い
て
バ

ン
ピ
ン
グ
し
た
場
合
の
バ
ン
プ
不
良
率

は
40
ｐ
ｐ
ｂ（
1
億
個
に
4
つ
）だ
。

衝
撃
に
強
い
接
続
部
を

鉄
鋼
業
の
材
料
開
発
力

が
支
え
る

こ
う
し
た
バ
ン
プ
形
成
の
き
め
細
か

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
日
鉄
が
長

年
培
っ
て
き
た
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基

づ
く
材
料
開
発
力
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。

マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン
グ
以

外
の
主
な
バ
ン
プ
の
つ
く
り
方
に
は
、

蒸
着
法
、
め
っ
き
法
、
ス
ク
リ
ー
ン
印

刷
法
が
あ
る（
図
4
）。
蒸
着
法
は
材
料

の
無
駄
が
多
く
使
用
す
る
金
属
も
限
ら

れ
、
め
っ
き
法
は
狭
ピ
ッ
チ
に
対
応
し

や
す
い
が
、
鉛
フ
リ
ー
の
合
金
め
っ
き

組
成
の
選
択
に
自
由
度
が
少
な
い
。
安

価
な
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
法
は
狭
ピ
ッ
チ

化
が
困
難
な
上
に
、
バ
ン
プ
高
さ
を
均

一
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

一
方
、
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ

ン
グ
は
、
直
径
が
揃
っ
た
半
田
ボ
ー
ル

を
使
用
す
る
た
め
、
バ
ン
プ
高
さ
の

ば
ら
つ
き
が
な
い
上
に
、
狭
ピ
ッ
チ
へ

の
対
応
も
可
能
。
ボ
ー
ル
サ
イ
ズ
も

３
０
０
μ
ｍ
か
ら
80
μ
ｍ
ま
で
幅
広
く

選
択
で
き
、
実
装
条
件
に
合
っ
た
バ
ン

プ
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン

グ
は
、
ボ
ー
ル
材
質
の
選
択
肢
が
広
い
。

蒸
着
法
や
め
っ
き
法
は
3
元
系（
3
つ
の

元
素
で
構
成
）以
上
の
半
田
に
対
応
で
き

な
い
が
、
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン
ピ
ン

グ
は
対
応
可
能
だ
。
先
端
研
が
開
発
し

た
4
元
系（
錫
、
銀
、
銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
）鉛

フ
リ
ー
半
田「
Ｌ
Ｆ
35
」は
、
接
合
部
界

面（
境
界
域
）の
金
属
間
化
合
物
層
の
脆

性
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
衝
撃

性
を
高
め
た
半
田
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
規

格（
※
3
）で
あ
る
衝
撃
加
速
度
１
５
０
０

Ｇ
で
30
回
に
及
ぶ
衝
撃
落
下
テ
ス
ト
を

ク
リ
ア
で
き
る（
写
真
3
）。
こ
の
た
め
、

誤
っ
て
落
と
す
こ
と
で
衝
撃
を
受
け
、

故
障
す
る
こ
と
が
多
い
携
帯
電
話
の
バ

ン
プ
材
と
し
て
Ｌ
Ｆ
35
は
世
界
標
準
と

な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ボ
ー
ル
・
バ
ン

ピ
ン
グ
で
は
当
社
グ
ル
ー
プ
の
技
術
力

の
相
乗
効
果
を
活
か
し
、
信
頼
性
の
高

い
バ
ン
ピ
ン
グ
サ
ー
ピ
ス
と
し
て
、
こ
の

Ｌ
Ｆ
35
を
大
量
に
使
用
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
狭
ピ
ッ
チ
化
と

ウ
エ
ー
ハ
の
大
径
化
に

挑
む

今
後
、
バ
ン
プ
ピ
ッ
チ
は
Ｗ
Ｌ

－

Ｃ

Ｓ
Ｐ
で
現
在
主
流
の
４
０
０μ
ｍ
か
ら

２
５
０μ
ｍ
へ
、
ま
た
通
常
の
フ
リ
ッ
プ

チ
ッ
プ
で
は
２
５
０μ
ｍ
か
ら
１
２
０μ
ｍ

ま
で
狭
ピ
ッ
チ
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
で
は
、

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
さ
ら
な
る
高
集
積

化
を
見
据
え
、
先
端
研
と
と
も
に
現
状

ボ
ー
ル
搭
載
の
限
界
値
で
あ
る
60
μ
ｍ
の

ボ
ー
ル
を
１
０
０
μ
ｍ
ピ
ッ
チ
で
搭
載
す

る
技
術
開
発
に
挑
戦
し
て
い
る
。
ま
た

6
、
8
イ
ン
チ
ウ
エ
ー
ハ
の
実
機
・
量

産
で
確
立
し
た
要
素
技
術
と
経
験
を
活

か
し
、
将
来
的
に
求
め
ら
れ
る
12
イ
ン

チ
向
け
に
、吸
着
・
ボ
ー
ル
搭
載
と
検
査
・

リ
ペ
ア
を
一
体
化
し
た
装
置
を
開
発
中

だ
。
12
イ
ン
チ
に
な
る
と
ウ
エ
ー
ハ
1

枚
当
た
り
の
ボ
ー
ル
搭
載
数
が
百
万
個

に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ボ
ー
ル
搭
載

の
難
易
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
。

新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
で
は
、
今
後
も

鉄
鋼
業
で
培
っ
た
材
料
技
術
と
プ
ロ
セ

ス
技
術
の
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
鉛

フ
リ
ー
で
接
合
信
頼
性
が
高
い
マ
イ
ク
ロ

ボ
ー
ル
の
開
発
・
製
造
か
ら
高
精
度
の
ボ
ー

ル
搭
載
技
術
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
続
け
て
い
く
。
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Technology
DATA

振動
減圧吸引

電極パッド

ウエーハ

マウントヘッド

マイクロボール

配列板
吸引

振動

ボールトレイ

吸着孔

マイクロボール・バンピング工程マ3 配列板に吸着させたマイクロボール
（検査画像）

写真2

LF35の接合部界面の比較写真3

メリット デメリット

・既存技術

・既存技術
・狭ピッチ可能

・生産性が高い
・ソルダーペースト
  を使用

・生産性が高い
・バンプ高さが均一
・材料選択が自由

主要なバンピング技術の比較主4

① UBM（Under Bump Metal）形成
・  電極のアルミと半田の密着性を高める金属膜（UBM）を形成する。
3層構造を採用。金属膜の形成、電極形状への微細加工なども新日鉄と（株）日鉄テクノリ
サーチの技術者の発想から生まれた。

②フラックス塗布
・ ボールを仮止めする「のり」の役割とボール表面の酸化膜除去のため、フラックスを電
極上に塗布する。

③ ボール吸着
・ ボールトレイを振動させて、
マイクロボールを均一に分
散させる。

・ 電極と同じ位置に孔が空いて
いる配列板を用意し、吸引に
よってボールを吸着する。

④ 余剰ボールの除去

・ 余剰に付着したボールは、超
音波振動を与えて除去し、1
つの孔に1個のボールが吸
着するように制御。

・ 画像処理によりボールの配
列状態を検査。

⑤ 位置合わせ・ボール搭載
・ マウントヘッドをフラックス塗
布したウエーハ上に移動し、
ボール搭載位置を認識させ
る。マウントヘッドを下降さ
せ、電極位置にボールを移載
する。

⑥ 熱処理
・ ボールを搭載したウエーハを
リフロー炉で熱処理し、ボー
ルを溶融させて電極に接合
する。バンプが形成される。

⑦ 洗浄　　・フラックス残渣をクリーニングする。

⑧ 出荷検査～納品　

・工程多い
・材料の無駄が多い
・合金組成の調整困難
・初期投資が大きい 

・工程多い
・合金組成の調整困難
・初期投資が大きい 

・狭ピッチ不利
・バンプ高さがばらつく

・新技術
  （２年以上の量産実績）

蒸着法
バンピング法

めっき法

スクリーン印刷法

マイクロボール法

振動なし 振動あり

標準半田 LF35

標準半田（SAC305） LF35

（Cu,Ni）6Sn5（Cu,Ni）6Sn5
Cu6Sn5

Cu3Sn
Cu

Cu6Sn5

Cu3Sn
Cu

Cu3Sn
Cu

Cu3Sn
Cu標準半田拡大 LF35拡大

センター長
河野 太郎（こうの・たろう）
（1985年入社、応用化学専攻）

マネジャー
宮内 雅弘（みやうち・まさひろ）
（1986年入社、工業化学専攻）

鮫島 良輔（さめしま・りょうすけ）
（2008年入社、生体熱工学専攻）

鶴岡 靖展（つるおか・やすのぶ）
（2009年入社）

監　修　　新日鉄マテリアルズ（株）　電子材料事業部　青梅バンピングサービスセンター

※3 JEDEC規格：JEDEC（Joint Electron Device Engineering Council）は、半導体部品（技術）の規格標準化を行う団体。
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子
ど
も
が
持
つ

「
と
げ
と
げ
の
個
性
」が
大
切

―
―
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
は
異
色
の
経
歴
で
す
ね
。

神
戸
出
身
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
裏
手
の
山
を

い
つ
も
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
協
調
性
が
全
く

な
く
て
、
人
と
同
じ
こ
と
が
で
き
な
い
。
学
校
で

は
問
題
児
扱
い
で
し
た
ね
。
人
を
型
に
は
め
よ
う

と
す
る
学
校
が
嫌
い
で
、
高
校
は
半
年
で
中
退
。

も
と
も
と
身
体
を
動
か
す
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
肉
体
労
働
に
就
こ
う
と
解
体
屋
に
就
職
し

ま
し
た
。
16
歳
に
な
る
と
大
阪
で
一
人
暮
ら
し
を

始
め
、朝
か
ら
夜
ま
で
ク
タ
ク
タ
に
な
る
ま
で
仕
事
。

そ
れ
で
も
終
わ
れ
ば
日
当
を
握
り
し
め
て
、
先
輩

た
ち
と
朝
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
。
そ
ん
な
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

―
―
ピ
ア
ノ
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
弾
い
て
い
た
の
で
す

か
？兄

と
姉
が
習
っ
て
い
た
の
で
、
僕
も
５
歳
か
ら

始
め
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
剣
道
、

水
泳
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
ほ
か
に
も
や
っ
て
い
た
習

い
事
の
一
つ
と
し
て
。
遊
び
感
覚
で
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
稽
古
は
小
学
校
で
や
め
ま
し
た
が
、

レ
ッ
ス
ン
を
強
制
さ
れ
て
い
た
ら
絶
対
に
嫌
い
に

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
後
で
ピ
ア
ノ
を
再
開

し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
音
楽
の

英
才
教
育
を
受
け
て
い
た
ら
、
逆
に
今
の
自
分
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

い
ま
振
り
返
る
と
、
僕
は「
大
人
に
な
り
た
く

な
い
」と
考
え
て
い
る
子
ど
も
で
し
た
。
大
人
に

な
る
と
、
子
ど
も
が
感
じ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
も

の
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
。
自
然
と
一
体
に
な
る

力
と
い
う
か
…
…
。
そ
の
感
覚
は
絶
対
に
失
い
た

く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

子
ど
も
に
は
み
ん
な「
と
げ
と
げ
の
個
性
」が
あ

る
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
一
人
一

人
違
う
。
で
も
、
そ
の
と
げ
と
げ
を
刈
り
揃
え
て

同
じ
形
に
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
の
が
今
の
教
育
。

と
げ
と
げ
の
個
性
を
伸
ば
し
た
先
に
、
実
は
大
き

な
才
能
が
花
開
く
場
合
だ
っ
て
あ
る
の
に
。

天
平
氏

ゲ
ス
ト
◉
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
ピ
ア
ニ
ス
ト

プロフィール　 本名・中村天平。1980年生まれ、神戸市出身。コンポーザーピア
ニスト（作曲家兼ピアニスト）。大阪芸術大学卒。５才でピアノを始めるが、中学から
は完全に離れる。高校中退後、肉体労働のアルバイトで生活する。その後、ピアノ
を再開。音楽専門学校に進み、大阪芸術大学演奏学科ピアノコースを首席で卒業。
2008年EMI ミュージックジャパンより「TEMPEIZM」でデビュー。2009年
セカンドアルバム「翼」をリリース。独特の感性が生み出す、エネルギッシュで叙情性
あふれる演奏は高い評価を得ている。現在東京とニューヨークを拠点に活動中。

高校を
やめて

解体屋
として働

いてい
たころ

人
生
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
を

奏
で
て
い
き
た
い
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楽
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
音
楽
は
成
り

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
彼
の
人
生
に
と
て

も
共
感
で
き
た
し
、
シ
フ
ラ
の
よ
う
に
パ
ッ
シ
ョ

ン
で
他
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な

り
た
い
、
と
思
っ
た
の
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。

人
に
勇
気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

与
え
ら
れ
る
演
奏
を
目
指
し
て

―
―
僕
は
自
分
を「
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
は「
作
曲
も
す

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
」で
は
な
く
、「
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
か

ら
こ
そ
作
れ
る
ピ
ア
ノ
曲
を
作
る
作
曲
家
」だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
お
い
て
は
作
曲
家
と
演

奏
家
は
別
々
な
の
が
普
通
で
す
が
、
昔
は
優
れ
た

作
曲
家
は
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
シ
ョ

パ
ン
や
リ
ス
ト
や
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
そ
う
だ
っ
た

し
、
僕
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
シ
フ
ラ
も
作
曲
や
編
曲
を
し
ま
す
。
指
の
動
き
、

フ
レ
ー
ズ
、
和
音
の
動
き
…
…
彼
ら
は
ど
ん
な
曲

で
あ
れ
ば
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
が
最
高
の
魅
力
を

発
揮
で
き
る
か
を
知
っ
て
い
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
優

れ
た
ピ
ア
ノ
曲
を
書
け
る
わ
け
で
す
。

僕
は
そ
れ
が
作
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
の
原
点
だ
と
思
う
し
、
そ
こ
に
回
帰
し
て
作
曲
・

演
奏
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
瞬
間
に
曲
は
生
ま
れ
る
の
で
す
か
。

美
し
い
景
色
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

た
り
、
誰
か
と
の
出
会
い
や
別
れ
の
感
情
、
過
去

の
思
い
出
か
ら
生
ま
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

僕
は
自
分
が
作
る
曲
は
全
部〝
人
生
の
サ
ウ
ン
ド

ト
ラ
ッ
ク
〞だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
の
人
生
と

い
う
物
語
の
、
印
象
的
な
あ
る
１
シ
ー
ン
に
流
れ

る
曲
。
映
画
音
楽
を
聴
く
と
そ
の
場
面
を
思
い
出

す
よ
う
に
、
僕
も
自
分
の
曲
を
弾
く
こ
と
で
そ
の

と
き
の
感
覚
や
情
景
が
蘇
り
ま
す
。

昔
か
ら
僕
は
死
ぬ
こ
と
が
怖
く
て
た
ま
ら
な
い

子
ど
も
で
し
た
。
実
は
そ
れ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
の
恐
怖
は
消
せ
な
い
け
れ
ど
、
も
し

50
年
後
、
１
０
０
年
後
に
、
僕
の
曲
を
誰
か
が
聴

い
て
く
れ
た
り
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
弾
い
て
く
れ
た

り
す
る
な
ら
、
彼
ら
の
中
で
僕
は
生
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ず
っ

と
聴
き
継
が
れ
、
弾
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
曲

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

僕
の
演
奏
が
、
人
に
勇
気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与

え
ら
れ
た
ら
最
高
だ
な
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
孤
児
院
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
み
た

い
。
彼
ら
は
普
通
の
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
た
ら
、

想
像
で
き
な
い
く
ら
い
厳
し
い
環
境
を
生
き
て
い

て
、 

夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
に
お
い
て
難
し
い
問

題
を
背
負
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
。 

で
も
、

問
題
児
だ
っ
た
僕
が
ピ
ア
ノ
と
出
会
っ
た
こ
と
の

よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
人
生
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
僕
が
音
楽
を
届
け
る
こ
と
が
、

そ
ん
な
彼
ら
に
夢
や
勇
気
を
与
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
る
な
ら
、
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
や
っ
ぱ
り
世
界
で
成
功
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
な
り
た
い
。
幸
い
、
ピ
ア
ノ
曲
に
は
歌
詞

が
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
の
壁
が
な
い
か
ら
、
素
晴

ら
し
い
曲
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
中
で
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
。
実
は
、
来
月
か
ら
３
カ
月
間
、

電
子
ピ
ア
ノ
を
担
い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
音
楽
修
行

の
旅
に
出
か
け
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど

10
カ
国
を
ま
わ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
、

ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
色
々
な
所
で
演
奏
す
る
つ
も
り

で
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
る
だ
ろ
う
し
、

そ
う
し
た
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
、
こ
れ
か

ら
の
曲
作
り
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
待
し
て
く
れ
る
人
の
一
言
が

自
分
を
大
き
く
変
え
た

―
―
音
楽
を
再
び
志
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

解
体
屋
の
生
活
は
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、ふ
と
、

こ
れ
が
10
年
、
20
年
先
も
続
く
の
か
と
考
え
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
違
う
と
感
じ
た
ん
で
す
ね
。
人
生
を
変

え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
改
め
て
自
分
と
向
き
合
い
、

僕
が
人
よ
り
ほ
ん
の
少
し
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、

ピ
ア
ノ
。
そ
れ
で
音
楽
専
門
学
校
に
入
学
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

で
も
最
初
は
サ
ボ
り
気
味
で
し
た
ね（
笑
）。
そ

れ
が
、
あ
る
先
生
か
ら「
天
平
、
お
ま
え
は
や
れ
ば

で
き
る
の
に
な
ん
で
や
ら
へ
ん
ね
ん
。
オ
レ
は
す
ご

く
期
待
し
て
ん
ね
ん
」と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
こ
の

た
っ
た
ひ
と
言
で
意
識
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た

ね
。
音
楽
に
対
し
て
真
剣
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
自

信
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
と
い
う
夢
を
持
っ

て
、
新
し
い
世
界
が
見
え
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
ろ
う
と
決
め
た
の
は
い
つ

で
す
か
？

　
大
学
時
代
、
最
初
は
バ
ン
ド
系
の
音
楽
を
目
指

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
手
当
た
り
次
第
に
い
ろ
ん

な
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
い
く
う
ち
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

シ
フ
ラ
と
い
う
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
出
会
っ
た
ん
で
す

ね
。
そ
の
圧
倒
的
な
表
現
力
、
ジ
ャ
ン
ル
の
壁
さ

え
壊
し
て
し
ま
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
あ
の
衝
撃
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

彼
は
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー

人
で
、
戦
時
下
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
何
度
も
亡
命

を
試
み
て
、
投
獄
さ
れ
な
が
ら
も
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ

た
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
投
獄
時
の
無
理
な
労
働
に
よ
っ

て
手
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
り
、
息
子
さ
ん
を
火
事

で
亡
く
さ
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
の
喜
怒
哀

2008年、サントリーホールのコンサートにて
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新
日
鉄
と（
株
）神
戸
製
鋼
所
は

「
製
鉄
ダ
ス
ト
系
副
産
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
お
よ
び
還
元
鉄
の
生
産
・

利
用
に
関
す
る
共
同
事
業
」の
推

進
に
向
け
た
準
備
を
し
て
き
た
が
、

今
般
、
両
社
の
共
同
出
資
会
社
で

あ
る
日
鉄
神
鋼
メ
タ
ル
リ
フ
ァ

イ
ン（
株
）が
広
畑
製
鉄
所
で

還
元
プ
ラ
ン
ト（
Ｒ
Ｈ
Ｆ
）の

新
設
に
着
手
す
る
こ
と
を
決

定
。
製
鉄
ダ
ス
ト
を
再
資
源

化
す
る
こ
と
に
よ
り
競
争
力

あ
る
鉄
源
を
創
出
し
、
ま
た

企
業
の
枠
を
超
え
た
よ
り
広

域
で
の
製
鉄
ダ
ス
ト
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
。

新
日
鉄
は
本
共
同
事
業
の

推
進
と
と
も
に
、
広
畑
製
鉄

新
日
鉄
の「
鉄
分
供
給
に
よ
る
藻

場
再
生
（
海
の
森
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
第
1
回
い
き
も
の
に
ぎ
わ
い
企

業
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
で
経
団
連
自
然

保
護
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
生
物
多
様
性

の
保
全
や
持
続
的
な
利
用
な
ど
の

日
本
企
業
の
実
践
的
な
活
動
を
国

内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
特

に
優
れ
た
企
業
活
動
を
表
彰
す
る

も
の
。
海
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

鉄
鋼
ス
ラ
グ
と
廃
木
材
チ
ッ
プ
な

ど
を
利
用
し
て
、
海
水
中
の
鉄
分

不
足
に
よ
り
磯
焼
け
現
象
が
起
き

て
い
る
沿
岸
域
を
復
活
さ
せ
る
も

の
で
、
全
国
約
20
カ
所
の
海
域
で

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

（
株
）神
戸
製
鋼
所
と
製
鉄
ダ
ス
ト
活
用
に
よ
る

還
元
鉄
生
産
・
利
用
の
共
同
事
業
を
推
進

海
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

い
き
も
の
に
ぎ
わ
い
企
業
活
動

コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

原
油
タ
ン
カ
ー
用
高
耐
食
性
厚

鋼
板「N

SGP
®-1

」の
累
計
出
荷
量

が
1
万
ト
ン
を
突
破
し
た
。

同
鋼
材
は
油
漏
れ
な
ど
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
原
油
タ

ン
カ
ー
の
貨
物
タ
ン
ク
底
面
の
腐
食

を
防
ぐ
た
め
、
新
日
鉄
が
日
本
郵

船（
株
）と
と
も
に
世
界
に
先
駆
け

て
開
発
し
た
も
の
。
従
来
の
鋼
板

に
比
べ
約
5
倍
の
耐
食
性
を
持
ち
、

腐
食
防
止
の
た
め
の
塗
装
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
、
船
舶
の
安
全

性
を
高
め
る
と
と
も
に
地
球
環
境

保
全
に
貢
献
す
る
。

原
油
タ
ン
カ
ー
用
高
耐
食
性

厚
鋼
板
の
累
計
出
荷
量

１
万
ト
ン
達
成

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリース
は、ホームページに全文が掲載さ
れていますのでご参照ください。

G
GROUP CLIP

環　境

製　品

環　境

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

所
の
既
設
Ｒ
Ｈ
Ｆ
で
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
先
の
住
友
金
属
工
業（
株
）、
日

新
製
鋼（
株
）の
製
鉄
ダ
ス
ト
の
効

率
的
な
処
理
も
実
施
す
る
。

新
日
鉄
が
開
発
し
た
設
計
強
度

５
０
０
Ｎ
／
ｍｍ2
の
建
築
構
造
用
高
降

伏
点
Ｕ
Ｏ
鋼
管「BT

-H
T
P500U

O

」

が
、
東
京
・
豊
洲
に
建
設
中
の
高

層
オ
フ
ィ
ス
に
初
採
用
さ
れ
た
。
設

計
強
度
は
一
般
的
な
建
築
用
Ｕ
Ｏ

鋼
管
の
約
１・５
倍
で
、
建
築
用
Ｕ

Ｏ
鋼
管
と
し
て
は
最
高
強
度
。
建

築
構
造
用
高
降
伏
点
Ｕ
Ｏ
鋼
管
の

採
用
実
績
は
、
設
計
強
度
４
０
０

Ｎ
／
ｍｍ2
の「BT

-H
T
P400U

O

」と
併

せ
累
計
５
０
０
０
ト
ン
を
超
え
た
。

開
発
鋼
は
柱
本
数
を
減
ら
し
大
空

間
の
実
現
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
鋼
材
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

最
高
強
度
の

建
築
用
Ｕ
Ｏ
鋼
管
が

高
層
オ
フ
ィ
ス
に
初
採
用

製　品

広畑製鉄所RHF
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日
鉄
海
運（
株
）と

新
和
海
運（
株
）が

合
併
契
約
を
締
結

新
日
鉄
化
学（
株
）

●
世
界
初
、
ポ
リ
マ
ー

ナノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
材
料
を
開
発

グループ

グループ

新
日
鉄
の
ス
チ
ー
ル
ハ
ウ
ス

累
計
１
万
棟
を
突
破

薄
板
営
業
部

住
宅
建
材
開
発
グ
ル
ー
プ

 
０
３
│
６
８
６
７
│
５
３
２
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

総
務
部
広
報
・
Ｉ
Ｒ
室

 
０
３
│
５
１
１
７
│
６
０
１
２

新
日
鉄
が
展
開
す
る
薄
板
軽
量

形
鋼
造
の「
ニ
ッ
テ
ツ
ス
ー
パ
ー
フ

レ
ー
ム
®

工
法（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
）」に

よ
る
建
築
棟
数
が
、
１
９
９
６
年

の
工
法
提
供
開
始
以
来
、
累
計
で

１
万
棟
を
突
破
し
た
。

6
月
8
日
に
は
１
万
棟
目
に
当

た
る
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル（
株
）

の
福
利
厚
生
施
設（
埼
玉
県
上
尾
市
）

が
竣
工
。
今
後
と
も
Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
の

開
発
・
普
及
を
通
じ
、
経
済
的
で

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
に
優

れ
た
建
築
物
を
社
会
に
提
供
し
て

い
く
。

5
月
20
日
、
新
日
鉄
の
連
結
子

会
社
の
日
鉄
海
運（
株
）と
関
連
会

社
の
新
和
海
運（
株
）は
、
新
和
海

運
を
存
続
会
社
と
す
る
合
併
契
約

を
締
結
し
た
。
新
商
号
は
Ｎ
Ｓ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運（
株
）と
し
、

２
０
１
０
年
10
月
1
日
に
変
更
予

定
。両

社
の
合
併
に
よ
り
、
経
営
資

源
の
融
合
や
船
隊
の
運
航
効
率
化

な
ど
に
よ
る
経
営
体
質
や
事
業
基

盤
の
強
化
を
通
じ
て
、
新
日
鉄
グ

ル
ー
プ
の
原
料
輸
送
の
競
争
力
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。

新
日
鉄
化
学（
株
）は
、
独
自
の
樹

脂
合
成
技
術
と
金
属
ナ
ノ
粒
子
合
成

技
術
に
加
え
、
新
た
に
開
発
し
た
金

属
ナ
ノ
粒
子
分
散
技
術
に
よ
っ
て
、

世
界
で
初
め
て
金
属
ナ
ノ
粒
子
を
均

一
分
散
し
た
ポ
リ
マ
ー
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
材
料
の
開
発
に
成
功
し
た
。
同
材

ブリヂストンサイクルの福利厚生施設（社宅）

ポリマーナノコンポジット
材料表面のSEM像

製　品

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）　

●
高
精
度
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
日
本
販
売
を
開
始

グループ

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

は
、
米
国
サ
ル
フ
ォ
ー
ド
社
と
日
本

で
の
販
売
代
理
店
契
約
を
結
び
、
サ

ル
フ
ォ
ー
ド
社
の
高
精
度
の
予
測
モ

デ
ル
構
築
に
最
適
な
デ
ー
タ
マ
イ
ニ

料
は
金
属
ナ
ノ
粒
子
の
特
性
を
持
つ

機
能
性
ポ
リ
マ
ー
材
料
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
情
報
通
信
・
医
療
・
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
応
用
が
期
待
で
き
る
。

●
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
資
格
認
定
訓
練
コ
ー
ス
を
開
催

新
日
鉄
化
学（
株
）は
、「
機
械
状

態
監
視
診
断
技
術
者（
ト
ラ
イ
ボ
ロ

ジ
ー
）」の
資
格
認
定
を
行
う
教
育

訓
練
機
関
と
し
て
の
認
定
を
受
け
、

２
０
１
０
年
度
か
ら
訓
練
コ
ー
ス
を

実
施
す
る
。
訓
練
コ
ー
ス
で
は
日
本

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
の
専
用
テ
キ

●
市
場
リ
ス
ク
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）は
、

金
融
機
関
の
市
場
リ
ス
ク
に
係
る
定

量
的
な
情
報
の
開
示
に
向
け
、顧
客

行
動
を
加
味
し
た
流
動
性
預
金
・
住

宅
ロ
ー
ン
の
リ
ス
ク
量
計
測
な
ど
関
連

ス
ト
を
用
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
の
資

格
取
得
に
向
け
た
講
義
を
実
施
し
、

受
講
者
の
潤
滑
管
理
診
断
に
関
す
る

知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
。

ン
グ
ツ
ー
ル
日
本
語
版「
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｄ
」

の
販
売
を
開
始
し
た
。
同
製
品
で
構

築
し
た
モ
デ
ル
は
金
融
機
関
の
与
信

審
査
な
ど
で
有
効
性
を
発
揮
す
る
。

新
日
鉄
化
学（
株
）

総
務
・
購
買
部
（
広
報
）

 
０
３
│
５
２
０
７
│
７
６
０
０

シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、市
場
リ
ス
ク
管

理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
っ
た
。

（
株
）新
日
鉄
都
市
開
発
は
6
月

1
日
、「（
仮
称
）神
田
淡
路
町
二
丁

目
計
画
」（
東
京
・
千
代
田
区
）の
新

築
工
事
に
着
手
し
た
。本
計
画
で
は
、

屋
上
を
緑
化
し
た
上
で
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
と
し
て
有
効

活
用
。
ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
発
電
し
た
電
力
は
ビ
ル

内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と
し
て
利
用
す

る
な
ど
、
環
境
面
に
も
配
慮
す
る
。

歴
史
あ
る
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る

街
で
最
新
鋭
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
開
発

事
業
を
推
進
す
る
。

（
株
）新
日
鉄
都
市
開
発

神
田
淡
路
町
で
最
新
鋭

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
開
発
事
業

グループ

完成予想外観パース（2011 年 5月末竣工予定）

（
株
）新
日
鉄
都
市
開
発

都
市
開
発
部

 
０
３
│
３
２
７
６
│
８
９
７
１
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日
鉄
住
金
建
材（
株
）は
、
透
過

型
の
鋼
製
え
ん
堤
の
販
売
に
注
力

し
て
い
る
。
全
国
で
局
地
的
豪
雨

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
砂
防
え
ん

堤
の
設
置
が
急
が
れ
て
い
る
。
同

社
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
え
ん
堤
は
、
土

石
流
は
確
実
に
防
ぐ
一
方
で
、
全

面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
不
透
過

型
え
ん
堤
と
異
な
り
鋼
管
に
よ
る

透
過
部
が
あ
る
た
め
、
水
や
土
砂

の
自
然
な
流
れ
は
防
げ
な
い
。

同
社
の
主
力
商
品「
鋼
製
ス

リ
ッ
ト
え
ん
堤
Ｂ
型
」に
加
え
て
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
販
売
し
て
い

る「
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
え
ん
堤
Ｔ
型
」

は
、
鋼
管
製
の
梁
と
柱
で
で
き
た

鋼
製
フ
レ
ー
ム
を
左
右
の
不
透
過

部
と
底
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
3
面

で
支
持
し
、
一
部
の
部
材
が
破
損

し
て
も
全
体
の
倒
壊
に
つ
な
が
ら

日
鉄
住
金
建
材(

株) 「
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
え
ん
堤
」の
販
売
に
注
力

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリース
は、ホームページに全文が掲載さ
れていますのでご参照ください。

6
月
6
日
、
実
業
柔
道
の
チ
ー

ム
日
本
一
を
決
め
る
第
60
回
全
日

本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
が
東

京
武
道
館
で
行
わ
れ
、
新
日
鉄
が

10
年
ぶ
り
30
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。
大
会
の
優
秀
選
手
に
は
吉

永
慎
也（
キ
ャ
プ
テ
ン
）、
高
橋
和

彦
、
西
山
将
士
の
3
名
が
選
出
さ

れ
た
。

全
日
本
実
業
柔
道

団
体
対
抗
大
会

新
日
鉄
が
10
年
ぶ
り
優
勝

7月30日/18:30、31日/15:00
オペラ「末摘花」

9月13日/19:00
ショパン三夜
生誕200年を記念した特別公演

<第一夜>　サロンの輝き　
ショパンが愛したプレイエルピアノで、
往事のサロンへいざなう
ノクターン第15番、練習曲「黒鍵」、
前奏曲「雨だれ」  ほか

9月24日/19:00、25日/14:00
紀尾井シンフォニエッタ東京
第76回定期演奏会
紀尾井シンフォニエッタ東京創立15周年記念
ベートヴェン交響曲全曲演奏会①
指揮：ゲルハルト・ボッセ
交響曲第1番、第3番「英雄」

9月29日/19:00
紀尾井ニュー・アーティスト・シリーズ
第20回
ヴィオラ：深澤麻里
シューマン：アダージョとアレグロ
ブラームス：ヴィオラ・ソナタ第1番  ほか

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

（財）新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

紀尾井ホールでオペラ、それも皆様
ご存じの「源氏物語」から題をとった
「末摘花」。暗闇の中源氏に情けをか
けられたものの、本当は鼻の大きな
醜女。それとわかった源氏は……。
この喜劇でもあり、あわれでもある
ストーリーに天下の美女塩田美奈子
と天羽明惠が挑みます。その結末や
いかに。

オペラ「末摘花」

スケジュール

日
鉄
住
金
建
材(

株)

土
木
鉄
構
商
品
部

 
０
３
│
３
６
３
０
│
２
４
９
２

◉ 詳細はホームページ　http://www.ns-kenzai.co.jp

な
い
安
全
な
構
造
。
ま
た
、
平
面

格
子
構
造
の
た
め
従
来
の
立
体
格

子
構
造
に
比
べ
て
コ
ス
ト
縮
減
が

図
れ
る
。
さ
ら
に
部
材
の
脱
着
が

容
易
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ

て
い
る
。

な
お
、
同
社
の
え
ん
堤
は
、
安

全
で
環
境
に
配
慮
し
た
構
造
と
し

スポーツ

グループ

2009年から販売している「鋼製スリットえん堤T型」

同社のえん堤が
紹介された教科書

5月 28 日、社内教育の一環として砂防鋼構造物研究会の
協力で鋼製スリットダムによる土石流捕捉のメカニズムを
示す模型実験を実施

塩田美奈子 天羽明惠
photo：Akira Muto

G
GROUP CLIP

て
、
光
村
図
書
出
版（
株
）発
行
の

２
０
１
１
年
度
小
学
校
5
年
社
会

科
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
。



地球の未来を優しく彩る  新日鉄のプレコート鋼板 ビューコート®

新日鉄
ギャラ

リー

広畑製
鉄所

広畑製鉄所から車で10分ほどの京見山の麓にあり、
豊かな緑に囲まれた 「京見会館」は、

製鉄所の迎賓館として1941年に建てられた。
旧帝国ホテルの建築で名高いフランク・ロイド・ライトの

一番弟子、遠藤新が設計し、本館談話室は
大型客船のキャビンを模して造られたといわれる。

　

新
日
鉄
の
ビ
ュ
ー
コ
ー
ト
は
、
そ
の
美
麗

な
外
観
と
高
加
工
性
で
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
室
外
機
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製

品
の
筺
体
外
装
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
加

工
時
の
塗
装
工
程
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
、

お
客
様
で
の
省
工
程
、
省
エ
ネ
、
省
ス
ペ
ー
ス
、

環
境
負
荷
軽
減
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
有
害
物
質
で
あ
る
６
価
ク
ロ

メ
ー
ト
の
不
含
有
に
取
り
組
み
、
ク
ロ
メ
ー

ト
フ
リ
ー
化
を
他
社
に
先
駆
け
達
成
し
た
、

地
球
環
境
に
優
し
い
商
品
で
す
。

　

さ
ら
に
各
種
の
高
意
匠
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、

「
高
吸
熱
タ
イ
プ
」「
高
反
射
タ
イ
プ
」「
セ
ル

フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
プ
」な
ど
の
高
機
能

メ
ニ
ュ
ー
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
お
客
様
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

TM

Chromate-Free
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新日鉄の

中庭から望む本館

本館談話室（内部非公開）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
100-8071  東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2-6-1 TEL03 -6867 -4111　

http://w
w
w
.nsc.co.jp/

編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 丸
川
 裕
之
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

JU
LY
  Vol.200

2010
年
6
月
29
日
発
行

文藝春秋　2010年 7月号掲載

祐成 政徳 （すけなり・まさのり）
 作者プロフィール／ 1960 年福岡県生まれ。武蔵野美術大学油絵学科卒業。93年
から一年余ドイツ、ミュンヘン州立芸大に留学（シュタイナー奨学金）。その後も
ドイツに滞在制作で招かれ 97年個展「OPERA」を開催。2003 年チェコ “House 
of Art”にて個展を開催。2006年第六回上海ビエンナーレ参加、2007年エルマンノ・
カソリ・プライズ  コミュニケーション特別賞受賞。2002年より東京造形大学非常
勤教員、現在に至る。
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